
はじめに

　言われたことはやるが、自分から学ぶ意欲に欠ける
――。そんな学生をどうエンカレッジするかは、学校
種を超えた共通課題だ。知識やスキルが絶えず更新さ
れるこれからの社会にむけて、学び続ける力の育成が
社会的にも要請されるようになった今、学生に自ら学
ぶ意欲を求める発信はより一層強まっている。そうし
た中、ベネッセ教育総合研究所が2016年に実施した「第
3回 大学生の学習・生活実態調査報告書」では、大学
において、主体的な参加が必要な教育機会が増加し、
授業に真面目に取り組む学生が増えている一方、学び
に向かう姿勢はより受け身になり、教員・保護者への
依存傾向が強まっているという結果が明らかになった。
　こうした結果は、しばしば「大学の高校化」といっ
た言葉でネガティブに解釈されることもある。しかし、
大学がより「教わる場」としての価値を高めているこ
とは悲観的な面だけではないだろう。ポイントは、「教
わることで、（さらに）より深く学べる・学びたい」状
態になっているか、である。ではどういった教育機会
や環境があれば、学生の学びを触発することができる
のだろうか。今回は、大学と同じ高等教育機関に属し
ながら、職業と強い結びつきをもった独自の教育を行っ
ている専門学校（専修学校専門課程）の教育に着目し、
そのヒントを探ってみたい。具体的には、2017年の1

月から3月上旬に行った「専門学校生の学習と生活に
関する実態調査」のデータ＊1 を素材に、どのような教
育機会や環境が、学生の学びを触発するかを考える。
　専門学校は、一般的に高校時代に学習面において評
価が高くなかった学生や大学に進学できなかった学生
に対して「短期間で特定の職業と関連する知識・技能
や資格を習得させ、社会人として世に送り出す」職業
人養成機関として見なされてきた。しかしながら同調
査のリリースで発信したように、実際には、職業「で」
学ぶ機会を通じて、学生が学ぶことへの興味関心を取
り戻すきっかけや、大学生と比べても遜色のない学習
や課題に取り組む時間を課することで、社会で学び続
けていくために必要な土台形成を行うなど、社会的に
重要な役割を担っている。
　しかしながら、こうした専門学校教育を通じた「学
びへの触発」は、「高校までの教育と異なり、自分の好
きなことを学ぶのだから、興味関心が高くなって当然」
という見方で捉えられてしまうことも少なくない。そ
こで以下では、「学びへの触発」の契機を、本人要因と

（専門学校の）教育要因に区別し、特に後者に焦点を当
てた分析を行う。具体的には、専門学校の学びの中身
やそこで得られる成果以外の理由で進学した学生（「何
となく進学」した学生）が、専門学校の教育を通じて
どのように学びに触発されたのかをみていく。

＊１ ： �この調査は、一般社団法人　全国専門学校教育研究会の協力を得て実施した調査（有意抽出調査）で、専門学校が所属する都道府県の「専
門学校進学率」と「その地域にどれくらい仕事があるか（県内GDP）」を軸に地域タイプを区別、地域毎に期待される専門学校の役割等を
考慮した上で、調査対象地域を選出、各学校に調査を依頼している。また、サンプルの専門分野別学生数の比率が母集団（文部科学省学
校基本調査）の学科別学生数の比率と一致するようにウェイト（重み）の設定を行い、サンプルが母集団の縮図になるよう設定している。
調査では服飾家政系の学生が少ししか含まれていなかったため、このウエイトによりその数値がかなり割増しされている点は解釈の際に注
意が必要である。
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入社後、初等中等教育から高等教育分野まで幅広く、子ども・保護者・教員を対象とした実態調
査や私教育市場に関する調査研究の設計・分析を担当。近年は、生涯学習時代における学校教育
と職業・社会のつながり方、青年期の主体的なキャリア形成を支援する場のデザインに関心を持っ
ている。文部科学省「専修学校版デュアル教育推進事業」（2016）、「職業実践専門課程等を通じ
た専修学校の質保証・向上の推進事業」（2017 ～）事業推進委員【受託先 : 一般社団法人 全国専門学
校教育研究会】。

―職業「で」学ぶ機会がもつ「学びの触発性」への着⽬―
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1 「何となく進学」した学生はどれくらいいるのか？

　そもそも「何となく進学」するような学生は専門学校
の中にどれくらい存在しているのだろうか。進学者全体
における「何となく進学」の実態を把握するために、ま
ず学生のタイプ分けを行った。タイプ分けには植上

（2011）の「進学要求」の区分を参考にした。その内容
をまとめたものが 図4−1  である。植上（2011）は専
門学校を含めた高等教育機関への進学要求を、「手段的
側面」と「目的的側面」に区分した上で、各側面をさら
に「形式」と「内容」の観点に分けて捉えている。本稿
の分析対象は、学びの中身や成果に対して明確な進学理
由をもたずに進学した学生であるため、①「学歴や資格
を取得したい」、②「専門的な知識・技能を身につけたい」、
④「好きなことを学びたい」といった、学びの中身や成
果に関わる理由をいずれももち合わせていない学生を抽
出し、このタイプを「なんとなく進学」した学生とした。
なお、目的的側面の形式面「③業界で名の通った学校で

学びたい（ブランド志向）」は、専門学校生の進学要求
としてはごく少数のため対象抽出の軸から除外してい
る。 図4−1  は、今回の分析対象の学生（「①②④以外」
の部分）と進学理由の関係を示したベン図、 表4−1  は、
各進学理由の組合せにより抽出された学生数とその度数
分布を示したものである。
　結果をみると（ 表4−1 ）最も比率が高かったのは、
①②④すべての理由を選択した学生で25.5％と、約4人
に1人を占める。また、①②④のいずれかの理由を選択
した学生の比率を加えた合計は86.1％にのぼる。以上
のことから、基本的には、多くの専門学校生が、入学時
点で、職業や趣味について何かしら学びたい内容や関連
する資格等の取得をもって、進学している様子がうかが
える。
　その上で、本稿の分析対象である、①②④のいずれの
理由も選択しなかった学生が、どれくらい存在している
かその比率を確認したところ13.9%であった。比率自
体はそれほど高くはないものの、一定層の学生が、「何

①形式面：学歴や資格を取得したい

②内容面：専門的な知識•技能を身につけたい
　　　　　必要な職業観を学びたい

④好きなことを学びたい

手段的側面

③形式面 : 業界で名の通った専門学校で学びたい

④内容面 : 好きなことを学びたい、学生生活を楽しみたい
目的的側面
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図4−1 　�専門学校生の進学要求区分（植上2011）と分析対象の関係

図4−2 　�進学理由のタイプ別　授業に興味関心があるの％

表4−1 　�進学理由を軸とした専門学校生の類型化とその分布

進学理由 度数 有効パーセント
①②④いずれの理由も選択なし（「何となく進学」層） 1321 13.9
専門的な内容学びたいのみ　④ 1177 12.4
資格免許取得したいのみ　　① 1177 12.4
専門的な内容学びたい＋資格免許取得　①④ 1143 12.1
将来役立つ知識スキル身につけたいのみ　② 499 5.3
専門的な内容学びたい＋将来役立つ知識スキル身につけたい　②④ 856 9.0
資格免許取得したい＋将来役立つ知識スキル身につけたい　①② 896 9.4
①②④すべての理由を選択 2415 25.5
合計 9484 100.0

「何かしら学びに関する 
　目的を持って進学」層

─ 2 ─

専門学校生の学習と生活に関する調査報告書



となく進学」している実態がうかがえる。またこうした
「何となく進学」した学生は、他のタイプの学生と比べ、
高校時代の成績や高校時代の授業に対する興味関心が低
いなどの特徴が確認された（図版割愛）。

2 授業への興味関心の有無と教育機会の
関係

　では、こうした「何となく進学」生は、進学後の学びに
どれくらい興味関心をもって取り組んでいるのだろうか。 

図4−2  は、 表4−1  で分類した進学理由のタイプ別に
専門学校の授業に対する興味関心を調べた結果である。
　「何となく進学」した学生の約半数が、「何かしら学び
に関する進学理由をもって進学」した学生の7割が専門
学校での授業に対して興味関心をもっていることが確認
された。「何となく進学」した学生の半数が授業に興味
関心をもっているという結果自体を高いとみるか、低い
とみるかの解釈は、読み手の立場によっても異なるだろ
うが、本稿の関心は興味関心の高低ではない。ここでの

機会頻度

専門学校の授業に興味関心をもてている
（≒「授業に興味関心をもてない」の逆転）

「何となく進学」層 「何かしら学びに関する 
　目的を持って進学」層

興味関心の％
頻度による
興味関心の
ポイント差

興味関心の％
頻度による
興味関心の
ポイント差

1. グループワークなどの共同作業をする
高 51.5 

−3.7
71.0 

8.4 
低 55.2 62.6 

2. 人前でプレゼンテーションをする
高 52.5 

0.6 
69.9 

−0.2
低 51.9 70.1 

3. 少人数で学ぶ
高 52.0 

−0.6
70.4 

1.2 
低 52.6 69.2 

4. 上級生や下級生とやりとりしながら学ぶ
高 54.7 

3.7 
69.1 

−1.6
低 51.0 70.7 

5. 教員と双方向でやりとり意見交換しながら学ぶ
高 54.0 

3.3
71.9 

4.9 
低 50.7 67.0 

6. 提出物や課題に対して教員からのコメントが返却される
高 53.7 

3.8 
70.7 

2.4 
低 49.9 68.3 

7. 学んだ内容を振り返り、文章や口頭で表現する
高 53.8 

3.1 
71.2 

2.9 
低 50.7 68.3 

8. 実験や体験活動などの実践を通じて学ぶ
高 54.1 

4.4 
71.2 

4.6 
低 49.7 66.6 

9. 学んでいる内容と将来の関わりについて考える
高 55.0 

8.3 
72.4 

14.3 
低 46.7 58.1 

10. 教員の自由な意見や見解にふれる
高 57.1 

12.6 
73.0 

12.4 
低 44.5 60.6 

11. 最先端の技術や流行を知る
高 53.5 

2.0 
72.1 

6.0 
低 51.5 66.1 

12. 最新の企業・社会の状況を学ぶ
高 53.8 

2.8 
71.6 

4.1 
低 51.0 67.5 

13. 自分の考えを徹底して深める
高 55.6 

6.5 
73.3 

8.0 
低 49.1 65.3 

14. 技能やスキルを高めるために繰り返し練習する
高 54.8 

6.9 
73.2 

15.4 
低 47.9 57.8 

15. 試験や課題を通過するために相当の努力が求められる
高 53.9 

5.2 
71.9 

10.0 
低 48.7 61.9 

16. 教員や上級生の技能・スキルを観察する
高 55.1 

5.0
71.5 

3.9 
低 50.1 67.6 

17. 課題や実践を通じて自分なりのコツや考え方を見つける
高 54.5 

5.7 
73.0 

13.4
低 48.8 59.6 

18. 教員から何かの仕事や役割を任される
高 52.2 

−0.3
71.2 

3.1 
低 52.5 68.1 

19. 高校や中学までの学習内容を復習する
高 50.0 

−3.4
65.7 

−6.1
低 53.4 71.8 

全体 52.3 ー 70.0 ー

「
何
と
な
く
進
学
」
し
た
学
⽣
が
授
業
に
興
味
関
⼼
を
も
つ
き
っ
か
け
と
は
？

研
究
レ
ポ
ー
ト 

４

※�授業への興味関心の％が高い項目上位 5 つに を、教育機会の頻度により授業への興味関心のポイント差が大きかった項目に を、教育機会の頻度が高いほど、
授業への興味関心が低い項目（3 ポイント以上の差）に をしている。

表4−2 　�教育機会の頻度別　授業に興味関心があるの％（進学理由タイプ別）
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関心はどのような教育機会や経験が、授業への興味関心
の高低につながっているのか、である。そこで次に教育
機会の頻度別に授業への興味関心の高低を確認するため
クロス分析を行った。その結果が 表4−2  である。こ
こでは比較対象として、学びに関する進学理由をもって
いた学生の結果も掲載している。
　まず、教育機会の頻度によって授業への興味関心がど
れくらい異なるかを確認してみよう。「何となく進学」
生において、特にポイント差が大きかった項目をみてみ
ると、「10．教員の自由な意見や見解にふれる」（12.6
ポイント差）で最もポイント差が大きく、次いで「９．
学んでいる内容と将来の関わりについて考える」（8.3ポ
イント差）、「14.　技能やスキルを高めるために繰り返
し練習する」（6.9ポイント差）、「13．自分の考えを徹
底して深める」（6.5ポイント差）となっている。こうし
た教育機会は、その頻度によって学生の授業への興味関
心が良くも悪くも左右する、といえそうだ。
　この教育効果は、「何となく進学」生に限って確認さ
れることなのだろうか。そこでこれらの項目が、「何か
しら学びに関する進学理由をもっていた」学生の授業へ
の興味関心に与える効果をみてみたところ、「何となく
進学」生と同様、いずれの項目も他の項目と比べ、授業
への興味関心に対してより大きな影響を与えていること
が確認された。以上のことから、「10．教員の自由な意
見や見解にふれる」「９．学んでいる内容と将来の関わ
りについて考える」「14.　技能やスキルを高めるために
繰り返し練習する」といった機会は、進学理由をもって
いた学生だけでなく、すべての学生の授業への興味関心
を左右しやすい教育機会といえる。
　では、「何となく進学」生に特に効果がみられるよう
な教育機会はないのだろうか。学びに関する進学理由が
あった学生との違いをみると、「1．グループワークなど
の共同作業をする」「4．上級生や下級生とやりとりしな
がら学ぶ」「18．教員から何かの仕事や役割を任される」
の項目において、異なる効果が確認された。「1．グルー

プワークなどの共同作業をする」や「18．教員から何
かの仕事や役割を任される」機会が多いことは、「何と
なく進学した」学生の授業への興味関心をむしろ低下さ
せる、あるいはほとんど効果がみられないが、進学理由
をもって進学した学生は、頻度の多さがポジティブな効
果へと結びついている。一方、「4．上級生や下級生とや
りとりしながら学ぶ」機会が多いことは、「何となく進学」
生の授業への興味関心にポジティブな効果があるが、進
学理由をもって進学した学生に対してはほとんど効果が
みられなかった。その他、「19．高校や中学までの学習
内容を復習する」機会の多さは、進学理由にかかわらず
授業への興味関心に対してネガティブな効果があるよう
だ。一般的に、高校や中学校の学習内容の復習は、入学
前や入学直後の導入期に確保されることが多いが、こう
した機会を多く取り入れる場合は、学ぶ目的の位置づけ
方や、「学び方」の工夫が重要になりそうだ。

3 授業に対する興味関心を高める教育機
会とは？

　
　最後に、専門学校における授業への興味関心の有無を
従属変数とするロジスティック回帰分析を行い、これま
で取り上げてきた教育機会と授業への興味関心の因果関
係を確認する。分析に使用した変数（ 表4−3 ）とその
記述統計量（ 表4−4 ）、分析結果（ 表4−5 ）は以下の
通りである。なお、分析モデルに女性ダミー、資格系ダ
ミー（専門領域に関するダミー）、高校時代の成績を投入
しているのは、これらの変数が進学後の授業に対する興
味関心と関連する可能性があるためである。例えば、
ファッションやネイルなど趣味的な学習を含む「非資格
系」において、あるいは女性や高校時代の成績が高いほ
ど、より授業への興味関心を持ちやすい可能性があるが、
それらの効果を統制した上で、教育機会が授業への興味
関心に与える影響の大きさを確認する。
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表4−3 　�分析に使用した変数

教育機会の頻度
授業を通じた教育機会の頻度を尋ねた項目（4 件法）を、「よくあった＝４」「ときどきあった＝ 3」、「あま
りなかった＝２」「ほとんどなかった＝１」に逆転リコードしている。値が高いほど頻度が高いことを表して
いる。

女子ダミー 女子＝１、男子＝ 0 とするダミー変数。

高校時代の成績 高校時代の成績（クラスの中）を尋ねた項目。「上のほう＝ 5」、「真ん中より上＝４」、「真ん中くらい＝３」、「真
ん中より下＝２」、「下のほう＝１」に逆転リコードしている。値が高いほど、成績が良いことを表している。

資格系ダミー 資格系（医療、教育社会福祉、衛生、工業分野）＝１、非資格系（商業実務、農業、服飾家政、文化教養分野）
＝ 0 とするダミー変数。

専門学校の授業への興味関心あり
ダミー

専門学校での授業に関心興味がもてないの項目を、「とてもあてはまる」「まああてはまる」＝ 0、「あまりあ
てはまらない」「全く当てはまらない」＝１に逆転リコードし、「授業に興味関心をもっている」の代理変数
として使用した。
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　分析結果のポイントは以下の通り。

●教員の自由な意見や見解にふれる機会が1ポイント高
いと、授業への興味関心が1.239倍高い傾向がある

●学んでいる内容と将来の関わりについて考える機会
が1ポイント高いと、授業への興味関心が1.238倍
高い傾向がある

●技能やスキルを高めるために繰り返し練習する機会
が1ポイント高いと、授業への興味関心が1.172倍
高い傾向がある

●上級生や下級生とやりとりしながら学ぶ機会が1ポ
イント高いと、授業への興味関心が 1.121倍高い
傾向がある

●「高校や中学までの学習内容を復習する」機会が1
ポイント高いと、授業への興味関心があると0.840
倍高い傾向がある（低下する傾向がある）

●「グループワークなどの共同作業をする」機会が1
ポイント高いと、授業への興味関心が0.802倍高い
傾向がある（低下する傾向がある）
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表4−4 　�変数の記述統計量

表4−5 　�「何となく進学」生の授業への興味関心の規定要因　（一般化線型モデルを用いた2項ロジスティック回帰分析）

記述統計

度数 最小値 最大値 平均 標準偏差

独立変数

1. グループワークなどの共同作業をする 1263 1 4 3.048 0.835

4. 上級生や下級生とやりとりしながら学ぶ 1263 1 4 2.093 0.971

9. 学んでいる内容と将来の関わりについて考える 1263 1 4 2.820 0.855

10. 教員の自由な意見や見解にふれる 1263 1 4 2.697 0.860

14. 技能やスキルを高めるために繰り返し練習する 1263 1 4 2.771 0.860

19. 高校や中学までの学習内容を復習する 1263 1 4 2.122 0.975

統制変数

女性ダミー 1263 0 1 0.428 0.495

高校時代の成績 1263 1 5 2.817 1.277

資格系ダミー 1263 0 1 0.580 0.494

従属変数 専門学校の授業への興味関心ありダミー 1263 0 1 0.523 0.500

パラメータ B Exp(B) 有意確率

10. 教員の自由な意見や見解にふれる 0.214 1.239 *

9. 学んでいる内容と将来の関わりについて考える 0.214 1.238 *

14. 技能やスキルを高めるために繰り返し練習する 0.159 1.172 +

4. 上級生や下級生とやりとりしながら学ぶ 0.114 1.121 +

19. 高校や中学までの学習内容を復習する − 0.174 0.840 **

1. グループワークなどの共同作業をする − 0.220 0.802 **

女性ダミー − 0.180 0.835

高校時代の成績 0.094 1.098 *

資格系ダミー − 0.136 0.873

( 切片 ) − 0.528 0.590

N=1263
※従属変数 : 専門学校の授業に関心興味ありダミー
※�モデル : ( 切片 ), 1. グループワークなどの共同作業をする , 3. 少人数で学ぶ , 4. 上級生や下級生とやりとりしながら学ぶ , 9. 学んでいる内容と将

来の関わりについて考える , 10. 教員の自由な意見や見解にふれる , 14. 技能やスキルを高めるために繰り返し練習する , 19. 高校や中学までの学
習内容を復習をする , 女性ダミー , 高校時代の成績 , 資格系ダミー

※ �**p ＜ 0.01、 *p ＜ 0.05 、+ p ＜ 0.1

オムニバス検定の結果
尤度比カイ 2 乗 自由度 有意確率

50.741 10 0.000
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　「なんとなく進学」生に限定した分析において、「教員
の自由な意見や見解にふれる」「学んでいる内容と将来
の関わりについて考える」「技能やスキルを高めるため
に繰り返し練習する」などの教育機会の頻度が与える効
果は、高校時代の成績の効果を統制しても消えずに残っ
ている点は興味深い。

4 まとめ

　以上の分析から得られた主な知見は以下の３点である。

　第一に、「教員の自由な意見や見解にふれる機会」が多い
ほど、専門学校生の学びに対する興味関心は高まりやすい、
ということである。教科書にとどまらない、職業世界の「先人」
としての教師の実体験に基づく「リアルな語り」（その職業の
魅力や厳しさ、向き合い方など）が、職業への接近だけで
なく、学びへの興味関心を高める契機にもなっている可能性
がある。
　第二に、「学んでいる内容と将来の関わりについて考える
機会」がもつ、ポジティブな効果である。専門学校では、
一般的に、就きたい職業を決めてから学ぶため、必然的に
目の前の学びがどう社会で役立つのかを考えたり、自分は「何
者」として社会で働いていきたいのかを考やすい特徴がある。
こうした自分と社会の間に学びをおいて、その内容を自分な
りに意味づけたり、価値づけたりする機会が、授業への興
味関心にもプラスの影響をもたらしているのかもしれない。

第三に、「高校や中学までの学習を復習する」「グループワー
クなどの共同作業をする」機会が多いほど、学びに対する
興味関心が低下しやすい、という知見である。ただしいずれ
の機会も、専門学校で学ぶ上で重要な教育機会である。よっ
て機会の位置づけや提示の仕方などをより一層工夫する必
要がある。例えば、高校や中学校までの復習を、単なる「学
び残し」の解消ではなく、職業と基礎的な学習内容を関連
させながら、学び直すことの必然性を学生自身が感じられる
ように、教材や導入を工夫することが考えられる。以上が、
本分析から得られた「何となく進学」生の学びを触発、興味
関心を高める上でのポイントである。
こうした「何となく進学」生の興味関心を高める契機となる
教育機会を探索することは、昨今問題視されている「今一つ
学ぶ内容に興味関心がもてない」「将来の目標がない」といっ
た悩みを抱える高校生や大学生が、学びに触発される教育
機会や環境を検討していくことと無関係ではないだろう。他
の学校種がもつ教育特性や積み重ねてきた知見から学べる
ことも少なくないのではないか。今後は、職業教育だけでな
く、職業訓練の領域において蓄積されてきた教育実践にも
着目しながら、人が学びに触発されていく多様なプロセスを
明らかにしていきたい。
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